
主催：福島県檜枝岐村 共催：北海道音威子府村、山梨県丹波山村、和歌山県北山村、岡山県新庄村
高知県大川村、熊本県五木村

講師 藻谷もたに浩こう介すけ氏
（日本総合研究所主席研究員）

【略歴】
山口県生まれの52歳。平成合併前、全国3,200市町
村をほぼ私費で訪問し、地域特性を多面的に把握。
平成12年頃より地域振興や人口成熟問題などをテー
マに精力的に研究・執筆・講演を行う。平成14年より
現職。近著に『デフレの正体』、第七回新書大賞を受
賞した『里山資本主義』『しなやかな日本列島のつくり
かた』など。

平成２９年５月２６日（金）
１５:００～１６：３０
檜枝岐村 東雲館

平成２９年５月２７日（土）９:００～１１：００
檜枝岐村 東雲館

講演会 「人口600人の村にできること～都市と里山の交流～」

小さな村同志が一同に集まり、情報を交換し、刺激し合うことで、互いの価値を高めてい
くと同時に新たな視点から村を見つめ直す。

公開シンポジウム

第２回小さな村ｇ７サミットｉｎ檜枝岐村

（２）パネルディスカッション
「小さな村と都市企業との交流事業の可能性」

（１）小さな試み発表会

参加無料

参加無料


